
茅ヶ崎ハ票は昔の姿が街秩されます｡

茅ヶ崎公囲は､30年前lよ 殆どが山林で､一部に

小さな田んぼがあり､薪炭用としての山林のすそには

湧き水を集めて涌き釧1のな力YL封乍っているO今生態

園にある御手洗也は 荒磯 Ilをせきとめ､川の両脇の
EEIんほのために濫既貯留池として作ったものです｡

この池は､今はおじいさんになってしまったM =ちの

子供の時の遊び場で､いわゆるプールであった｡

御手洗也を通った水は荒楓日として早測 川こ注邑

)川こそって小さいEE]んほがつずいており､書見 どじ

ょうやうな邑 カワニナという貝もいて夏lL 蛍が飛

び交い､茅ヶ崎町の名物であったと伝えられる｡小学

校の一年生の教室や中学校の音楽室は昔の田んぼで

あったところに作られたものである｡

茅ヶ崎公園のLLJ臥 大地主の土地で､名木も大木も多
い､中には百年杉といわれる木もあるこの一帯を ｢名

木の山｣として皆さんに見てもらいたい｡O根の近い

ところは人力闇みつけないように柵でも立てなけれ

ば成らないかもしれないがこの山を町内会で名所と

して育てたいものだ｡

又､茅ヶ崎の村民力管理してきた杉山手中土は､
10月13Ej力簡 Lで縁日もでてまさに♪村の鎮守の

神様は♪で元巨には多くの人がお参りにくる｡
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･.'き二手 .キ撃 l
｢∴.'r- (港北=ユ-タウンガイ

ドアップより)港北ニュータウンのほぼ中央に位

置する茅ヶ崎地区には｢茅ヶ崎ノ展 ｣として語りつかれ

てきた名勝がいくつかあった｡その茅ヶ崎ハ票を絵で

描き残した人がいる｡茅ヶ崎で生まれ､茅ヶ崎で育った

宮崎雄二(旧姓吉野)さんだ｡宮崎さんは昔の茅ヶ

崎の面影が消えていくのを惜しんで､｢茅ヶ崎ハ宗と

自性院谷戸｣と題した自作の画集に子供の頃の記憶を辿って絵を

描いたOそこには いにL,/えの茅ヶ崎八景が鮮やかに描

き出されているO｢港北百話｣(8訝D51年度

､港北区役所発行)によると茅ヶ崎ハ票とは ｢元5台

元年 (1864-65)から慶応年間 (1865

-68)の頃､岸宇作氏が名付け親となり､近江八景

になぞえて､茅ヶ崎の景色のうら､優れた風物や地点をハ

カ所決め､語り継がれたものである｡大正年間までは

､人々の口にも03まり男;崇の景色にも接することが

出来た力＼以後､時代の流れとともに口に

する古老も少なくなり､一般力＼ら忘れられた ｢幻の

八宗となった｣とかかれている.

｢吉を思い起こすことも楽しい｣茅ヶ崎では苗から

あるものとして､今では茅ヶ崎城跡と観音堂を残すの

みとなった｡現在は､ピルがR山建ちました｡そこ

に住む人々も､どんどん増えるでしょう｡苗から住んでいた人

達には思い出になり新しい住民の人には

｢住んでよかっだ｣と思えるまらになるといいと

思います｡企画･印刷(財)神奈川県市街地整備支援センター
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jp今回紹介の文章は割

笥さんの文章を基に､港北百喜吉より当時の表現で転載させていただきまし



① 谷の中の蛍と堅EBの落雁

⑳荒磯川と早測 11に囲まれた水田が､夏の夜は蛍､

秋の稲刈り後は落雁の名所であった｡五月の中頃から

八円の終わりまで､数十万の蛍力飛びかう様は､蛍見

物の人と相まって美しい眺めであった｡稲刈り後は北

国から南下してきた雁力L 冬をこの地方で過ごし､そ

の飛紺する姿は一服の絵を見るようであった｡

⑳ 【雁は茅ヶ崎城祉南方､御手洗池の周辺で巣を作り早測

川に出る通過点でもある｡又どんと焼きなど祭事もこのあ

たりで行われた､今は日が埋め立てられて住宅地化してい

る｡】

② 清水の夕照

◎大原に農業掲水泡がある｡その池に入る水と､これ

から流れ出る河圭馴Iに沿って､標高15メートルから

20メートルの丘が大原の大塚の峰に続く｡落葉樹が
多いこのあたり一帯は秋になると紅葉の夕照が美し

く､絵となり歌となって残された風賢の一つである｡

⑳ 【生蜘 手洗池からみね遵公園にいたる区間､おそら

く茅ヶ崎小学校のあたりから見た夕日の光!邑 今でも想像

でさそう｡この尾根遵職 水嶺で南側の雨水は大熊川に､

]脚 Hf凱 】

③ 四五六 (しこ

ろく)峠の夜の雨⑳信仰の茅ヶ崎富士は､標高74メート

ルで､国土地理院の水準点わ勧 ＼れていだ｡緑区 (現在は青葉区

)の荏田町と東方町にも接していた.良く晴れた日には

品川沖の白帆が見えたという｡自性院の谷戸から中丸を経

て四五六(しころく)峠へ富士を見て荏田に行く｡道

の両側は､広葉桂挿木や松林に囲まれたところ､或いは､切り通しになっていて､夜ともなれ

ば犬さえ通らない寂しい野道であった｡㊨ 【区役所から柿木公

園あたりを経て茅ヶ崎5丁目クレストヒルズあたりにあった

茅ヶ崎富士に至る区間で､葛が谷の山の裾にあった､当時は､人も

通らぬ淋しい曲がりくねってい道であっ

た｡】④ 境田

の暮雪⑳境B橋から矢崎橋までの早淵J1F右

岸に沿った境EEI全王或は､底冷えのする日が4日

･5Ej続いた後大雪となると､60センチから

1メートル積もることカ年に2･3匡Iあっr
L 歩くと腰までの雪でどうにもならなしUH向こうの

大棚にある藁屋根のから立ち上る煙も雪のために見えないD時折 ｢ボーン｣

という竹折れの音と風の旨以外は聞こえない雪の凱◎ 【ハ幡LLI公園と中央公園の山がせり出している地区.一最

善は小さな谷戸から早測川に自然排水するようなところで､

水EE]も堤防より低い湿地であり､南

側の中央公園のLIJが高く雪が溜まりやすい状況であった｡】 ⑤ 正庵

の一本松⑳四五六峠を登りきった右側の小高い願 斤

にあり､樹齢数百年の黒松で､木は二股になっていて

枝張りが良か

った｡以前この老木を切ろうとして鋸を入れたところ血が流れ出

したので倒してみたら空洞になっていて､中には虫肋t冬

眠していたという｡その後､二代E]を植えた力旬研m 中

頃､松喰虫の被害にかかり切り倒されたという｡⑳ 【葛が乱 国の辺りに今もある小高い岡(海抜7

6m)で池辺に行く道と荏EB渋沢に至る道に分かれ

た｡現在この道の名残は華道公園にある､松は渋沢に行

く途中にあったと古老から聞いた｡】⑥ 大塚

の青嵐◎/

少し奥に入った人里遠く離れた大塚原は雑木林が続く山街道で

ある｡山の青葉力鳩雨に入ってから一層増した頃､梅雨

の晴れ周に吹く嵐を ｢大塚の青嵐｣とは､よく名付けたも

のである｡e)【現在の茅ヶ崎南2TE]ミカン公
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